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トピックス
話題・できごと

モンベルでセミナーを開催しました

　７月１１日（木）広島市にあるモンベル広島紙屋町店で日本に健全な森をつくり直す委員会（代表養老

孟司先生）と共催で「島根県吉賀町で半林半Ｘな暮らし」と題してセミナーを開催しました。

　吉賀町では地域おこし協力隊制度を活用して森師研修員を育成しており、その

募集もかねて開催しました。当日は、岩本町長や鳥居敏男先生（元・環境省自然

環境局長）にもお越しいただき吉賀町の魅力や森里川海の重要さについてお話し

をしていただきました。最後に現在吉賀町で活動している森師の活動報告や募集

内容について報告をしました。当日は広島市内から３０名の方が参加し、熱心に

聞いていました。

島根県消防操法大会開催

　第６７回島根県消防操法大会が７月７日 (日 )松江市の島根県消防学校で開催され、県内の消防団員達

が日ごろの訓練の成果を競いました。

　競技は、小型ポンプの部で、長さ２０メートルのホース３本をつなぎ、放水で標的を落とすまでの動作

の正確さとスピードを競うものです。町大会において優勝した第８分団が代表として出場しました。

　大会は県内から予選を勝ち抜いた精鋭１８チームが出場し、我が吉賀町消防団も猛暑とプレッシャーの

中での競技となりましたが、結果、見事第５位に入賞しました。ベストを尽くした選手の皆さんの健闘を

心より讃えたいと思います。

　今後とも、吉賀町消防団は、町民の皆様の期待に応えるべくよりいっそうの訓練を重ね、地域防災力の

向上に努めます。近年、消防団員数は減少傾向にあり、団員の募集をしております。

指揮者（団員）　　　田渕晋平

一番員（副分団長）　河野雅俊

二番員（団員）　　　石川匡哉

三番員（班長）　　　竹原和志

補助員（団員）　　　河村斗希也

第８分団

【清流日本一】　～豊かな自然環境って～

　７月、国土交通省が一級河川を対象に実施する水質検査で、高津川が「水質が最も良好な河川」に返り

咲きました。令和元年以来４年ぶり、平成１８年から８回目の清流日本一です。

　もう一つ、この地域の豊かな自然環境を表す出来事を紹介します。今年の４月下旬、吉賀町のある地域

に国の特別天然記念物で絶滅危惧種のコウノトリが飛来しました。今後の巣作りなどの候補地として餌が

豊富な地域を選んでいたのでしょうか。ほかにも全国的ではレッドデータブックに掲載されるトノサマガ

エルやホウネンエビ、高津川で発見されたイシドジョウ、植物ではヒメバイカモといった貴重な種が数多

く残っています。生物の多様性と貴重な種が生息し続けているこの環境は、私たちの生活の営みの中で守

られているとともに、農作物など多くの恵みをもたらします。

　高津川の清流日本一も、貴重な種が生息する環境も、次の世代へ確実につないでいくことが私たちに求

められています。
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トピックス
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「有機の学校 in 吉賀町」を開催しました

　７月２３日（火）に千葉康伸さん（ＮＰＯ法人有機農業参入促進協議会　代表理事）、東広島市「安芸

の山里農園　はなあふ」代表の森昭暢さんを先生にお迎えし、２回目となる「有機の学校 in 吉賀町」を

開催しました。この日は、土づくりの一環で５月に播種した緑肥の生育状況を確認し、秋に栽培する作物

について皆さんと考えました。

　実証圃場で播種したソルガムは、耐暑性が高く、他の緑肥に比べて有機物の生

産量が多いのが特徴で、根が土壌深くまで張り窒素を吸収するため、前作で残存

した窒素を吸収して次作に活かす効果があります。この日は、実際に根がどこま

で張っているのか土を掘って確認したり、機械での粉砕の仕方を勉強しました。

　座学では、前回実施した土壌分析を参考に秋から作付けできる作物について考

えました。参加した皆さんからは、栽培期間中に病気が出てうまくいかなかった

事例や失敗する原因についての質問が出る等活発な意見交換をしました。秋には

実際作物を植え付け、栽培状況を観察する予定としています。

　町では、オーガニックビレッジ宣言をしており、環境に配慮した農業の確立に向けて、今後も様々な取

組みをしていく予定としています。

①農作物等の鳥獣被害防止対策（電気柵、ネットなど）の補助金

②イノシシ等の被害にあった畦畔修繕の補助金

サル、イノシシ等の被害防止対策への補助金があります

○吉賀町農作物等獣被害防止対策事業費補助金（一部抜粋）

補助対象 交付の率（金額） 交付の限度額

①鳥獣から農林作物を守るための防護

柵及び電気牧柵等の資材費（中山間地

域等直接支払制度の協定農地は除く。）

個人の場合は資材費の３分の１以内

集落（３戸以上）の場合は資材費の

３分の２以内 ( １，０００円未満切

捨て )

２，０００円／ｍ

②イノシシ等の被害にあった畦畔の修

繕費。ただし、町内の事業者が実施し

た場合であって、総事業費が５万円以

上の事業

補助対象経費の２分の１以内

(１，０００円未満切捨て )

１対象者あたり

１５０，０００円／年１回

　（１）電気柵等の資材購入や修繕工事の前に役場産業課へ事前申請が必要です。

　　　（事前申請がなく購入及び着工された場合、補助金の対象外となります）

　（２）中山間地域等直接支払制度の協定農地は対象外となります。（防護柵、電気柵）

　（３）町税等に滞納がある場合は対象外となります。

注意点

　　問合せ先：産業課

　　　　　　　☎０８５６－７９－２２１３
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　　問合せ先：柿木地域振興室

　　　　　　　☎０８５６－７９－２２１１

かきのきすいでんくんの見学ができます

　かきのきすいでんくん（吉賀町小水力発電所）は、昭和２８年から７０年（工事、

改修を除く）毎日発電しています。

　水力発電は、利用時二酸化炭素などの温室効果ガスを排出しない、持続可能な資

源を利用することで地球環境にやさしい発電方法です。

　高津川の豊かな水の力で発電している所をぜひ見に来てください。

クマに注意！

　吉賀町でもツキノワグマの目撃情報が増えています。ツキノワグマは人とばったり出会うと、自身や子

グマを守るために攻撃することがあります

　①農作業やウォーキングなど１人で行動しない。クマ鈴など音のなるものを身につける。

　　クマの聞こえやすい高い音を出して人間の存在を知らせ、突発的な出会いを防ぎましょう。

　②早朝夕暮れ夜間は注意。

　　人の活動が落ち着いていて、クマが活発に動く時間帯です！

ツキノワグマに出会わないために・・・

　①ゆっくり後ずさりして、慌てず、静かにその場を離れましょう。

　　背中を向けて走って逃げると、追いかけてくることがあります。

　②子グマを見かけた場合は、近くに親グマがいる可能性があります。速やかに立ち去りましょう。

　③クマから攻撃を加えられそうになった場合、受けるケガを最小限にすることが大事です。

　　首、腹部、顔を守るために、両手を首の後ろに回し、うつ伏せになるなどの方法があります。

ツキノワグマに出会ってしまったら・・・

　①餌になる果樹等については、電気柵やトタンを巻きましょう。

　　クマによる被害は、エサを食べようとして起こるものがほとんどです。

　②利用しない果樹は除去しましょう。

　　集落内で利用されることなく実り続ける柿などの果樹は、クマをはじめとする鳥獣を呼び寄せるエ

　　サとなっています。不要な果樹は集落で話し合い除去することで、クマも寄り付かなくなります。

　③生ゴミや野菜・果実の廃棄残さ等は適切に処理すること。

　　生ゴミを入れたコンポストはクマを誘引するため、電気柵等で対策を行うか使用しないことをお勧

　　めします。ゴミ出しもできるだけ収集の直前に行いましょう。

　④草刈りをして、隠れ場所をなくす。

　　集落で草が生い茂っている場所は、クマをはじめとする動物の隠れ場所にもなっています。

ツキノワグマによる被害の対策

トピックス
話題・できごと

　　問合せ先：産業課

　　　　　　　☎０８５６－７９－２２１３
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令和６年人権講演会

　　　「自分らしくって何？」

　７月８日（月）吉賀高校を会場に法務省委託事業吉賀町人権講演会を開催しました。講師には松江市在

住のＬＧＢＴ理解啓発推進コーチの佐藤みどりさんをお迎えしました。高校生と一般の方々を対象に、ご

自身の経験を踏まえて、ＬＧＢＴＱの基礎知識と共に、自分らしく生きるためにはどうしたらいいのかを

９０分間でお話していただきました。

　佐藤さんが大学時代に感じていた『“普通”になりたい。』という言葉や３０代の時、家族に初めてカミ

ングアウトした時、『自分を許せた。』という言葉には今の自分自身を考えさせられるような重たい言葉に

感じました。

　また、講演会ではディスカッションの時間を設け、参加者同士で話し合いを行いました。そして、佐藤

さんと意見交換を通し理解を深め、和気あいあいとした雰囲気で講演が進んでいきました。

　さて、島根県では昨年の１０月に「パートナーシップ宣誓制度」が開始されました。この制度はお互い

を人生のパートナーと約束する性的少数派のカップルが協力して共同生活を行うことを宣誓し、県がその

宣誓書を受領したことを証明した制度です。性の在り方は多様です。普段私たちが当たり前だと感じてい

ることが、相手にとってはそうではないことだってあります。普段の発言や行動、私たちにできることか

ら始めていきましょう。

　・とてもポジティブな気持ちになった。

　・自分をまずは好きになれることが、他人を受け入れられる第一歩となると思いました。

　・自分の周りにももしかしたらＬＧＢＴに悩んでいる人がいるのかと思うと、驚くけど、その人の気

　　持ちに寄り添ってあげたいです。

　・どんな人生でも楽しむこと。まずは自分にプラスの言葉をかけてあげたいと思います。

参加者の声

　ＳＴＥＰ１　まずは、自分を知る

　ＳＴＥＰ２　そして、自分を許す

　ＳＴＥＰ３　いろんな挑戦をしよう！

自分らしく生きる３ＳＴＥＰ（講演会より）

トピックス
話題・できごと

中小企業退職金共済制度
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考えてみましょう。ＡＣＰで、もっと先の明日のこと。

◆ＡＣＰをご存じですか？

　Ａｄｖａｎｃｅ　Ｃａｒｅ　Ｐｌａｎｎｉｎｇ（アドバンス　ケア　プランニング）の頭文字をとって、

「ＡＣＰ」といいます。

　ＡＣＰは、もしもの時に備えて、自分自身が大切にしていることや望んでいること、どこでどのような

医療やケアを望むかを前もって考え、周囲の信頼できる人たちと話し合い、共有する取り組みです。日本

では、平成３０年から厚生労働省により普及啓発が行われています。「人生会議」の愛称でも呼ばれてい

ます。

　《厚生労働省ホームページ：「人生会議」してみませんか》

◆なぜＡＣＰが必要なのですか？

　誰でも、いつでも、命に関わる大きな病気やケガをする可能性があります。

　命の危険が迫った状態になると、約７０％の方が、医療やケアなどを自分で決めたり、望みを人に伝え

たりすることができなくなると言われています。

　このことから、ご自身にとっては、健康な時期から人生の最終段階をどのように過ごしたいかを「自分

ごと」として考えていくため、また周囲の人たちにとっては、本人の意向を尊重しその人らしく過ごして

いただくために、ＡＣＰの取り組みが重要となります。

◆どのような取り組みですか？

　吉賀町では、よしか病院において「思いをつなげるシート」による取り組みが進められており、地域の

高齢者サロンなどで、医師等による普及啓発活動が行われています。

　思いをつなげるシートは、人生の最終段階における医療やケアの方向性について、その人の人生観、死

生観、価値観、信念などを踏まえ本人、家族、医療従事者等で話し合い、一問一答形式で記入していくシー

トです。作成されたシートは、必要に応じて関係者間で共有され、本人の意向を尊重した医療の在り方を

考え、その人らしく生き抜いていただく支援を行うために活用されます。

トピックス
話題・できごと
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◆「思いをつなげるシート」を作成してみましょう！

　思いをつなげるシートは、「自分の代わりに意思決定をしてくれる人がいるかどうか」「将来の過ごし方

に関する希望や思いについて」「自身の健康や病気について（病気でない方はもし病気になったと仮定し

て）、どのような治療を受けたいか」のテーマに、９項目の質問に答えていただきます。

　健康なうちから、ご自身の今後のことを考えたり、身近な方と話し合ってみる機会として、思いをつな

げるシートを活用してみてはいかがでしょうか？

　ＡＣＰの取り組みが、ご自身のこれまでの生き方を振り返るきっかけとなり、より充実した人生を歩ん

でいくための一助となれば幸いです。

　・あなたの代わりに意思決定をしてくれる方はいますか？

　・あなたが大切にしたいことは何ですか？

　・これから挑戦したいことや、やってみたいこと、やっておきたいことがありますか？

　・将来、自分のことを決められないような病気になった場合、症状が悪化したり、もしもの時が近く

　　なった時には、どこで療養したいとお考えですか？　　など

質問の例

※「思いをつなげるシート」は、下記からダウンロードすることができますので、是非ご活用ください。

《吉賀町ホームページ：思いをつなげるシート》

https://www.town.yoshika.lg.jp/kurashi/iryoutaisaku/yoshika_acp.html

【「思いをつなげるシート」に関するお問合せ先】

　よしか病院医療介護連携課　☎０８５６－７３－７５７５

　吉賀町医療対策課　　　　　☎０８５６－７７－１１０９

トピックス
話題・できごと
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トピックス
話題・できごと

テニス
国民スポーツ大会（少年テニス）全国へ

　　７月６－７日、国民スポーツ大会（少年テニス）島根県大会が松江市で開催されました。国民体育

　大会（国体）から名称が変わり今年度から国民スポーツ大会となりました。少年の部は、高校３年か

　ら中学３年までが対象で、県で１位２位になれば本大会（佐賀大会）に出場できます。吉賀高校生３

　名が女子の部に出場しました。

　　初日にトーナメントを行い、ベスト４になれば翌日に総当たりする方法で争われます。３選手とも

　初日を無難に勝利しベスト４に入りました。この大会は一発勝負で全国が決まるので緊張感の中、２

　日目の総当たりに３選手が望みました。いつも練習している仲間と真剣勝負です。

　結果は、３試合全勝の加藤那菜さん（吉賀高３）が 1 位となり今大会４連覇を達

成しました。田口桜さん（吉賀高２）が３位、岩本理沙さん（吉賀高３）が４位で、

２枠を吉賀町で獲得することができずに悔しい結果となりました。

　加藤さんが出場する本大会は佐賀市で９月２１日から開催されます。

　応援よろしくお願いいたします。

　　鹿足郡を中心に活動するバレーボールクラブ、吉賀ＪＶＣが７月６日に松江市総合体育館にて行われ

　た４４回全日本バレーボール小学生大会島根県大会に出場しました。６月１日に行われた１次予選を１

　位通過し、２次予選では２位となりました。

第４４回全日本バレーボール小学生大会島根県大会出場

バレーボール

　県大会初日の結果は１勝１敗でした。予選リンクの全チームが１勝１敗となり、他

チームとのセット率の差で惜しくも２日目の決勝トーナメント（ベスト４）に残る事

が出来ませんでした。

　応援して下さった皆様、ありがとうございました！

サッカー

　　鹿足郡内を中心に活動するクラブチーム、鹿足サッカースクールは７月６～７日、出雲だんだんと

　まとアリーナで開催されたＪＦＡバーモントカップ第３４回全日本Ｕ１２フットサル選手権島根県大

　会に出場しました。

　　当日は県内から１２チームが参加し、３チームによる予選リーグを戦い、決定トーナメント戦が行

　われました。リーグ初戦は松江第３代表の鹿島ＪＦＣと対戦し１－４で敗退、２試合目はベルガロッ

　ソいわみ Jr と対戦し０－７で敗退、予選リーグを勝ち上がることができませんでした。

ＪＦＡバーモントカップ第３４回全日本Ｕ１２フットサル選手権

　高いレベルの対戦相手に圧倒され、緊張感もあるなか、自分たちの持ち味を出し

切ることができませんでしたが、選手の閃きや自主的に考え、工夫されたプレーを

見ることができ、選手の成長を感じました。

　この貴重な経験を次の大会、今後の選手成長につなげていきたいと思います。
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トピックス
話題・できごと

　　７月１９－２４日、ジュニアテニス最高峰の大会である全日本ジュニアテニス選手権の中国予選大

　会が広島広域公園テニスコートで開催されました。この大会は１２歳以下、１４歳以下、１６歳以下、

　１８歳以下のカテゴリーに分かれており、全国大会は、東京・有明テニスの森で開催されます。

全日本ジュニアテニス選手権　全国大会へ

　１８歳以下シングルスには吉賀高校生３名（加藤那菜さん、岩本理沙さん、田口

桜さん）が出場しました。1 回戦を突破した加藤さんは激戦のカテゴリーで全国ま

であと２勝という順位戦になりましたが涙を呑みました。

　　１４歳以下シングルスには河口菜々美さん（六日市中１）が第４シードとして出場し、準決勝で敗

　れましたが４位になり、全国大会出場を決めました。

　１２歳以下シングルスには河口依鈴さん（六日市小５）が第３シードとして出場

し、決勝戦で第１セットを先に取りましたが第２セットを奪われ、ファイナルセッ

トで惜敗し準優勝でした。しかし全国大会出場は決めました。

　全国大会は東京・有明で８月２６日から開催されます。

　応援よろしくお願いいたします。

国民スポーツ大会（成年テニス）中国大会 優勝！　佐賀全国大会へ

　　７月１２－１４日、国民スポーツ大会・中国ブロック大会（成年テニス）が開催されました。成年

　の部は、この中国ブロック大会（ミニ国体）で上位にならないと本大会（佐賀大会）に出場できませ

　ん。ふるさと選手で島根県第１代表として岩本晋之介さん（吉賀町出身、関西大学３年）が出場しました。

　各県２名の代表が先ずシングルスを行い１対１になった場合はその２名でダブルスを行い勝敗を決し

　ます。

　　初日の第１試合は昨年この大会を優勝している岡山県との対戦でした。岩本さんのシングルス１は

　勝ち、もう１人が負けダブルスになりましたが、接戦をものにし勝利することができました。続く山

　口県との対戦も、同じ展開でダブルスになりましたが勝利。翌日の鳥取県と広島県との対戦では、両

　県ともプロ選手や実業団日本リーグ優勝メンバーを擁しており強敵でしたが、なんとかシングルス２

　つで勝利し、結果は、島根県男子が４戦全勝で優勝を飾りました。

　この島根県男子の優勝は２００６年以来１８年ぶりの快挙です。岩本さんは今大

会負けなしで優勝に貢献しました。本大会は佐賀市で９月２１日から開催されます。

吉賀町から岩本さんと少年の加藤那菜さん（吉賀高３）が出場します。

　応援よろしくお願いいたします。

　　７月２８－３０日、１３歳以下の中国大会「ＲＳＫ全国選抜ジュニアテニス選手権中国予選大会」

　が備前市で開催されました。

１３歳以下の全国大会へ

　酷暑の中、３日間５試合を３セットマッチで行いました。１３歳以下で中国ラン

キング１位の河口菜々美さんは第１シードで望みました。全５試合すべてストレー

トで勝ち切り、見事に優勝しました。当クラブの１３歳以下ＲＳＫ中国大会優勝は

岩本晋之介さん以来２人目の快挙です。

　妹の河口依鈴さんはまだ１１歳ですが１回戦を勝利し次で負け順位戦で１１位に

なりました。

　河口菜々美さんの出場する全国大会は岡山市で１０月１８－２０日に開催されま

す。応援よろしくお願いいたします。
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前
回
に
続
い
て
環
境
関
連
の
コ
ラ

ム
と
な
り
ま
し
た
。
廃
棄
物
の
発
生

を
減
少
さ
せ
て
、
資
源
を
出
来
る
だ

け
再
利
用
す
る
循
環
型
社
会
を
実
現

す
る
に
は
、
リ
デ
ュ
ー
ス(

量
を
減

ら
す)

や
リ
サ
イ
ク
ル(

再
資
源

化)

に
加
え
て
、
リ
ユ
ー
ス(

繰
り

返
し
使
う)

に
力
を
入
れ
る
こ
と
が

大
切
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

様
々
な
文
献
で
は
、
次
の
よ
う
な

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
民

レ
ベ
ル
で
出
来
る
リ
ユ
ー
ス
の
手
段

と
し
て
人
気
が
あ
る
の
が
、
公
園
な

ど
を
会
場
に
し
て
多
く
の
人
が
家
庭

で
眠
っ
て
い
る
不
用
品
な
ど
を
持
ち

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

　

前
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
環
境
対
策

に
貢
献
す
る
公
共
施
設
で
あ
る
鹿
足

郡
不
燃
物
処
理
場(

リ
サ
イ
ク
ル
プ

ラ
ザ)

に
つ
い
て
、
今
回
は
、
市
民

レ
ベ
ル
で
開
催
さ
れ
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
し

た
。
改
め
て
、
環
境
対
策
は
官
民
挙

げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切

で
あ
る
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。

Vol.78

岩本一巳

官
民
挙
げ
て
取
り
組
む

　
　
　
　
　
　
環
境
対
策

寄
り
、
販
売
し
た
り
す
る
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
こ
こ
で
言
う「
フ
リ
ー
」

と
は
、
本
来
、
昆
虫
の
「
蚤(

ノ
ミ)

」

を
意
味
す
る
英
語
「Flea(

フ
リ
ー)

」

の
こ
と
で
、「
自
由
」
を
表
す
「Free(

フ

リ
ー)

」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
昔
、

フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
郊
外
で
行
わ
れ
て
い

た
市
で
、
蚤
が
わ
く
よ
う
な
古
物
を

売
っ
て
い
た
た
め
に
「
蚤
の
市
」
と
呼

ば
れ
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

日
本
国
内
で
は
、
１
９
７
９
年(

昭

和
54
年)
10
月
、
大
阪
市
内
の
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
ラ
ン
ド
で
初
め
て
の
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
後
、

日
本
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
協
会
の
活
動

と
共
に
各
地
へ
広
が
り
ま
し
た
。
同
協

会
で
は
、
本
来
、「
蚤
の
市
」
と
訳
さ

れ
る
「Flea　

Market

」
を
日
本
で
開

催
す
る
に
あ
た
り
、
誰
も
が
気
軽
に
参

加
出
来
る
よ
う
に
親
し
み
を
込
め
て

「F
ree　

 Market

」
と
し
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
市
民
団
体
や
地

域
の
グ
ル
ー
プ
、行
政
、企
業
な
ど
様
々

な
主
体
が
、
各
地
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
不
用
品
を
捨

て
ず
に
、
こ
れ
を
必
要
と
す
る
人
に
安

価
に
販
売
す
る
な
ど
し
て
行
う
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
は
、
ゴ
ミ
の
減
量
は
勿
論

で
す
が
、
資
源
の
再
利
用
に
大
き
く
貢

献
す
る
こ
と
も
出
来
ま
す
。
環
境
省
が

行
っ
た
循
環
型
社
会
の
形
成
に
関
す
る

調
査
で
は
、
国
民
の
２
割
以
上
の
人
が

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
積
極
的
に
利
用

し
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

　

吉
賀
町
内
で
も
、
徐
々
に
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
が
増

え
て
き
た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
、

朝
倉
公
民
館
主
催
の
も
の
が
あ
り
、
去

る
７
月
20
日(

土)

に
開
催
さ
れ
、
短

時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
会
場
に
出
向

い
て
み
ま
し
た
。
公
民
館
内
外
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
、
色
々
な

物
が
陳
列
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

軽
食
や
子
ど
も
が
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
も

用
意
さ
れ
、
出
店
さ
れ
た
方
や
来
場
さ

れ
た
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
楽
し
い
時
間
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

【当日の様子】
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上下水道コラム　油の流しすぎにご注意

　シンクなどに油を大量に流すと、油が排水管の中で冷えて固まり、管に固着していきます。油が蓄積す

ると、排水管が詰まることがあります。排水管が詰まった状態が続くとご家庭の汚水が逆流する恐れがあ

ります。そのため、ご家庭で使用された油は、市販の油処理剤を使用するか拭き取って、可燃ゴミに出し

てください。また、汚水桝の定期的な点検・清掃（半年～１年に一度）も行ってください。トイレに流せ

るティッシュなども一度に大量に流してしまうと詰まるおそれがあるので少しずつ流してください。

 比較的きれいな排水枡　  油が固着している排水枡

☆ 油が詰まった排水管の対応 ☆

　排水管に詰まった油を取り除くには直接除去する方法があります。それ以外には市販のパイプ洗浄剤を

使用する・大量のお湯を流すなどの方法が効果的です。ただし、６０℃以上のお湯を流すと排水枡や排水

管がいたんでしまうので注意してください。浄化槽をご利用の方はパイプ洗浄剤を大量に使用すると浄化

槽内の微生物に悪影響が出てしまうので用法・用量を守ってご使用ください。これらの方法でも除去が困

難な詰まりがある場合は下記の業者にご相談ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市環境整備株式会社　　　　０８５６－２２－６２１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　株式会社ヤマハ環境開発　　　０８５６－２３－０６３８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有）石西環境衛生センター　 ０８５６－２３－２８８０

白い固形物が油です！
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ペットと暮らすために必要なこと

　「かわいいから」「動物が好きだから」というだけで、動物を飼い始めてよいのでしょうか・・・？

　ペットを家族の一員にしたいと考えている方に知っておいて欲しいことがあります。

飼う前に考えること（チェックしてみましょう）

□住居はペットを飼える環境ですか？

　アパートなどの賃貸ではペット不可の場合があります。

□家族みんながペットを飼うことに賛成していますか？

　家族全員で協力しなければ、十分なお世話ができないことがあります。

□家族に動物アレルギーの人はいませんか？

□飼いたいペットの大きさや特性などは、あなたの生活環境に合っていますか？

　犬によっては力が強く、飼い主が犬を制御できない場合は予期せぬ事故（咬傷事故や交通事故）が起き

　てしまうことがあります。

　猫の場合、爪とぎにより家財を傷つけてしまうことがあります。

□毎日欠かさずペットの世話ができますか？

□ペットが寿命を迎えるまで飼い続けることができますか？

　犬や猫は平均 15 年くらい寿命があり、飼い主も同じだけ年をとっていきます。

　例えるなら、幼稚園に通っていた子供が成人するくらいまで長生きします。

　高齢になったペットは、介護や病気の治療が必要になることがあります。

□ペットを飼えなくなってしまった時、どうするかを考えていますか？

　飼い主の都合（入院や施設入所、引っ越しなど）でペットを飼えなくなった時に備え、一時預かり先や

　譲渡先を見つけておきましょう。

□災害が起きた時、ペットの命を守る方法は考えていますか？

　ペットとの同行避難や避難先での生活のことを考えておきましょう。

□周囲の人々への配慮ができますか？

　ペットの糞尿や鳴き声で近隣に迷惑をかけないようにしなければなりません。

　参考：環境省パンフレット「飼う前も、飼ってからも考えよう」

ペットにかかる費用がいくらか知っていますか？

　犬・猫それぞれについて１年間にかける費用を調べたところ、犬が３３８，６２３円、

　猫が１６９，２８１円という結果でした。（出典：アニコム損害保険株式会社ＨＰ）

ペットを飼う前に知っておかなければならないことがたくさんあるんだね。

その他に知っておかないといけないことは何かあるのかな？

　ここでは書ききれませんが、ペットを飼ってから考えることやしなければならないことがたくさんあり

ます。続きは動物愛護啓発展で展示していますので、ぜひご来場ください！

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県益田保健所 衛生指導課 ０８５６－３１－９５５７
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保健だより
健康・食育・予防

９月１０日～１６日は自死予防週間です

　日本では年間２万人も尊い命が自死により失われています。

　自死はその多くが追い込まれた末の死です。「死にたくない」という思いを抱えながらも、様々な悩み

が原因で追い詰められ、「もう死ぬしかない」と視野が狭くなった状態で起こる死です。

　「死にたい」と考えている人自身も、「生きたい」という本心との間で激しく揺れ動いており、自死に至

る前に何らかのサインを発していることが多いと言われています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(島根県では、自死と言う言葉を使っています )

身近な人のためにあなたができること・・・

①気づいて

　身体のサイン、心のサインに

　気づいて声をかけてください

②寄り添って

　本人が完全に乗り越えるまで

　温かく見守りましょう

③受け止めて

　話をじっくり聞き、気持ち

　を尊重し、肯定的に受け止

　めましょう

④相談先につなぐ

　専門家などに早めに相談する

　ように促しましょう

　　吉賀町役場　保健福祉課　保健師　　☎０８５６－７７－１１６５

　　益田保健所　健康増進課　保健師　　☎０８５６－３１－９５４５

　　※そのほかにも相談できる機関はたくさんあります。

こころの健康に関する身近な相談先
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保健だより
健康・食育・予防

ひきこもりの理解のために

　身近な方がひきこもっているなど、そんなお悩みはありませんか？

　身近な方がひきこもりになった時、それを受け入れるのは容易ではありません。本人が心から「安心・

安全」と思える環境でしっかり休むことができ、理解してくれる人が側にいれば、回復に向かうことがで

きます。

　ひきこもりは「甘え」や「怠け」によってなるものでも、育て方が悪いからなるものでもありません。

　まずは正しく理解するところから始めましょう。

ひきこもり状態とは ～厚生労働省の定義～

　○自宅に引きこもっている。（他者と交わらない形での外出はしていることもある）

　○学校や会社にもいかない

　○家族以外の親密な対人関係がない

　○長期に続いている（６か月以上）

　○統合失調症などの精神疾患ではない

　　吉賀町役場　保健福祉課　保健師　　　　　　　　　　　　　　☎０８５６－７７－１１６５

　　吉賀町社会福祉協議会　総合相談支援窓口　　　　　　　　　　☎０８５６－７７－０１３６

　　社会福祉法人　よしかの里福祉会　相談支援事業所パレット　　☎０８５６－７７－１５５２

　　※家族だけで抱え込まず、まずはお気軽にご相談ください

吉賀町内の相談先

　　日時：令和６年１０月３０日（水）１３：３０～

　　会場：津和野町保健福祉センター　やまびこ（津和野町日原１４）

　　※詳細は後日ＣＡＴＶなどでご案内します

ひきこもり家族教室のご案内

毎年９月は「健康増進普及月間」です

　　【実施期間】９月１日（日）～ ９月２９日（日）※図書館の開館時間内

　　【場　　所】吉賀町立図書館　多目的室

　　　　　　　 ※詳しくは『図書館だより』のページをご覧ください。

　　【問合せ先】保健福祉課　☎０８５６－７７－１１６５

　　　　　　　 町立図書館　☎０８５６－７７－１８５０

『がんを知る展示』

　厚生労働省では、健康に対する国民の一人ひとりの自覚を高め、健康づくりを推進していくため、毎年

９月を「健康増進普及月間」と定め、全国的な取り組みを行っています。全国統一標語は「１に運動　２

に食事　しっかり禁煙　良い睡眠　～健康寿命の延伸～」です。

　吉賀町においても、この間、さまざまな機会を通じて、運動・食事・禁煙などの生活習慣の改善の重要

性についての情報発信を予定しています。それに関連し、町立図書館と共催で、「がんを知る展示」を開

催します。ぜひご来場ください。



広報よしか　2024 年 9 月号　№ 227　　16

図書だより
町立図書館・柿木公民館

　
今
月
の
本
の
紹
介

柿木『図書だより』
 開館　９：００～１６：００（平日）
　＊毎月曜日と祝日が休館日です
　＊第２・４の土日は９：００～１６：００
 ☎０８５６－７９－２５５３
 島根県鹿足郡吉賀町柿木７９番地

　　≪新刊紹介　７月に入った文学の本より≫　

『バダン島漂流記』　　　　　　　　　　　西條　奈加

『もしも徳川家康が総理大臣になったら』　眞邊　明人

『命日』　　　　　　　　　　　　　　　　瀬戸内　寂聴

『古本食堂』　　　　　　　　　　　　　　原田　ひ香

『愚道一休』　　　　　　　　　　　　　　木下　昌輝

≪図書館利用状況７月≫

●貸出総数　２５８７冊

●貸出人数　　３９４人

●来館者数　　４６０人

[ 休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日

・９月２５日（水）　図書整理のため

・図書返却ポスト　吉賀町内各公民館前に設置
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収
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感
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十
五
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（
中
秋
の
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行
わ
れ
ま
す
。
現
在
の
太
陽
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で
は
、
年
ご
と
に
お
月

見
の
日
は
異
な
り
ま
す
が
、
月
を
基
準
と
し
て
い
た
旧
暦

で
は
、
十
五
日
の
夜
は
満
月
の
日
に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た

秋
（
旧
暦
七
月
、
八
月
、
九
月
）
の
真
ん
中
（
最
中
）
あ

た
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
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中
秋
の
名
月
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と
呼
ぶ
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
夜
の
月
は
も
っ
と
も
明
る
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美

し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
庶
民
の
間
で
は
、
月
に
秋
の
収

穫
物
を
供
え
て
五
穀
豊
穣
を
祝
い
、
実
り
に
感
謝
す
る

十
五
夜
祭
り
と
し
て
発
達
し
て
き
ま
し
た
。

図
書
室
だ
よ
り

≪新刊紹介　７月に入った知識・情報の本より≫

　『猛暑対策ＢＯＯＫ』　　　　

　『季節のゼリースイーツ』

　『お金をかけない老後の楽しみ方』

　『農家が教える　わくわくニンニクつくり』

　※ほかにも色々な本があります。

　【芥川賞と直木賞】

　　７月１７日に芥川賞と直木賞の発表がありました。芥川賞受賞は『サンショウウオの四十九日』朝比

　奈秋さんと『バリ山行（さんこう）』松永Ｋ三蔵さんでした。

　　直木賞受賞は『ツンデミック』一穂ミチさんでした。館内のテーマ展示コーナーにて、受賞の本はも

　とより、直木賞受賞者の一穂ミチさんの著書などの展示をしています。ご覧ください。

　【がんを知る展示　特別テーマ展示】

　　毎年９月に日本対がん協会が中心となって「がん征圧月間」を呼びかけています。私たちの周りにも

　病気と闘っている人がおられるかもしれません。病気について正しい情報を知り、周囲の理解も得て支

　え合う社会になって欲しいと思います。

　　町保健福祉課の協力で、館内の多目的室にて、がんに関する資料や図書、模型などを展示します。期

　間は、９月１日から９月２９日までです。多くの方にご覧いただき、一緒にがんの予防、治療、そして

　社会の環境づくりを考えてみましょう。

吉賀町立図書館
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サンネットにちはら
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 ～
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２
４
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８
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０
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催
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第
４
９
１
回
島
根
県
議
会
　
本
会
議

９
月
１
０
日（
火
）・１
８
日（
水
）～
２
０
日（
金
）

２
４
日（
火
）～
２
７
日（
金
）・３
０
日（
月
）

１
０
月
９
日（
水
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

島
根
県
鹿
足
郡
津
和
野
町
池
村
１
９
９
７
ー
１
　
開
庁
時
間
 平
日
８
：
３
０
～
１
７
：１
５（
土
日
祝
休
み
）
　
TEL 0856-74-2099    HP  https://sn-catv.jp/

サ
ン
ネ
ッ
ト
LINE公

式
ア
カ
ウ
ン
ト

番
組

情
報

な
ど

お
届

け
し

ま
す

！
 ぜ

ひ
友

達
登

録
を

お
願

い
し

ま
す

！

議
会
中
継
日
程
【
１
１
１
CH
 】

　
津
和
野
町
議
会
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

９
月
１
６
日（
月
）～
１
８
日（
水
）

吉
賀
町
議
会
９
月
定
例
会
　
一
般
質
問

９
月
２
３
日（
月
）～
２
５
日（
水
）

※
放
送
時
間
は
テ
レ
ビ
の
番
組
表
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

※
編
成
の
都
合
上
、
番
組
・
内
容
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
 あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

島
根
県
高
等
学
校
秋
季
野
球
大
会

　
島
根
県
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
協
議
会
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
生
中
継

　
９
月
２
８
日（
土
）午
前
９
時
５
０
分
～

　
準
決
勝
２
試
合

　
９
月
２
９
日（
日
）午
前
９
時
５
０
分
～

　
三
位
決
定
戦
・
決
勝
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《
寄
稿
》

新
し
い
夏
、
見
つ
け
た
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
町

教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を
皆
さ
ん
ご
存

知
だ
と
思
い
ま
す
。
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

詳
細
は
こ
こ
で
は
省
略
し
ま
す
）

　

先
日
、
六
日
市
郵
便
局
に
行
っ
て
、
局

長
以
下
局
員
の
皆
さ
ん
の
取
り
組
み
に
心

を
動
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
何
色
か

の
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
着
て
仕
事
し
て
お
ら
れ
、

シ
ャ
ツ
の
前
と
後
に
は
サ
ク
ラ
マ
ス
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
ロ
ゴ
が
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い

て
、
教
育
委
員
会
の
取
り
組
み
を
宣
伝
す

る
と
い
う
か
、応
援
と
い
う
か
…
兎
に
角
、

そ
う
し
た
意
図
が
有
っ
て
こ
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

着
用
と
見
ま
し
た
。
少
し
軽
い
話
で
申
し

訳
な
い
こ
と
を
言
う
と
、
局
員
さ
ん
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
の
色
を
見
て
、
局
員
さ
ん
に
こ
う

質
問
し
て
み
ま
し
た
。
「
色
に
よ
っ
て
役

職
を
表
し
て
い
る
の
？
」
と
、
色
は
個
人

の
好
み
で
選
び
、
し
か
も
Ｔ
シ
ャ
ツ
代
は

個
人
負
担
で
す
よ
、
と
の
こ
と
で
し
た
。

正
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
後
押
し
す
る
姿
だ

と
感
じ
ら
れ
少
々
各
々
の
ロ
ゴ
が
光
っ
て

見
え
て
き
ま
し
た
。

　

夏
の
ク
ー
ル
ビ
ズ
の
取
り
組
み
と
し
て

各
地
の
公
共
機
関
等
の
窓
口
業
務
な
ど
で

よ
く
そ
の
土
地
土
地
に
縁
の
あ
る
布
や
柄

を
使
っ
た
思
い
思
い
の
シ
ャ
ツ
を
着
用
し

て
仕
事
さ
れ
て
い
る
様
子
が
時
々
メ
デ
ィ

ア
で
紹
介
さ
れ
て
い
て
、
沖
縄
の
「
か
り

ゆ
し
ウ
ェ
ア
」
の
様
に
全
国
的
に
も
有
名

に
な
っ
て
い
る
も
の
も
有
り
ま
す
。

　

桜
鱒
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
が
吉
賀
町
の
夏
の
風

景
と
な
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。
す

で
に
、
着
用
さ
れ
て
い
る
方
々
も
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
い
る
児
童
、
生
徒
、

親
御
さ
ん
、
地
域
の
人
達
、
町
教
委
が
一

体
と
成
っ
て
、
こ
の
地
で
生
ま
れ
育
っ
た

子
等
が
又
、
吉
賀
町
に
戻
っ
て
く
る
事
を

願
っ
て
の
取
り
組
み
が
徐
々
に
浸
透
し
つ

つ
有
る
と
郵
便
局
局
員
さ
ん
の
Ｔ
シ
ャ
ツ

姿
を
拝
見
し
て
感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。

【
付
記
】
桜
鱒
の
内
、
降
海
し
な
い
で
一

生
淡
水
中
で
一
生
終
え
る
も
の
を
「
山
女
」

と
言
う
そ
う
で
す
。
実
は
ヤ
マ
メ
の
様
な

子
供
達
が
増
え
る
方
策
も
必
要
と
な
る
と

言
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
。

　

《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
十
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

人
間
は
正
体
不
明
や
未
確
認
物
体
等
々

始
め
と
す
る
得
体
の
知
り
得
ぬ
万
物
に
遭

遇
す
る
と
大
い
に
恐
怖
心
を
抱
く
。
真
夏

到
来
期
幼
き
頃
、
鶴
谷
南
北
作
「
東
海
道

四
谷
怪
談
」
や
「
播
町
皿
屋
敷
」
等
々
の

怪
談
、
霊
界
物
の
映
画
が
上
映
流
行
試
み

る
に
日
々
処
に
あ
り
し
日
が
走
馬
燈
の
如

く
回
顧
す
。

　

夏
夜
の
快
は
居
付
き
物
と
ば
か
り
に
猛

暑
闇
に
塗
れ
て
人
心
を
粉
れ
無
く
個
々
の

探
求
心
を
も
伝
手
し
其
の
坩
堝
化
へ
と
引

導
す
。

　

此
の
様
な
る
世
上
江
戸
末
期
当
吉
賀
地

方
に
於
い
て
も
如
実
に
怪
談
逸
話
が
極
め

て
多
く
伝
承
す
。
次
の
種
も
語
り
継
承
の

途
を
辿
り
次
世
へ
と
伝
承
さ
れ
し
も
の
で

あ
る
。
是
は
夏
の
夜
更
け
小
雨
上
り
の
時

節
御
山
に
於
い
て
「
リ
ン
が
燃
え
る
」
と

云
ふ
即
ち
是
は
死
者
を
火
葬
で
葬
り
し
後

人
骨
か
ら
蒸
し
暑
き
晩
青
白
き
炎
が
燃
え

立
ち
登
っ
た
と
伝
ふ
も
の
。
又
、
あ
る
曹

洞
宗
の
山
寺
に
て
檀
家
没
人
御
伝
達
有
り

て
成
佛
祈
願
所
用
に
て
院
の
大
和
尚
逸
物

枕
経
呈
上
ゑ
と
向
か
ふ
、
居
留
守
を
任
さ

れ
し
小
僧
一
人
身
の
所
へ
時
折
り
し
も
世

に
も
怪
奇
な
る
生
霊
物
と
覚
し
き
も
の
が

寺
の
北
側
外
縁
に
「
の
し
り
、
の
し
り
」

と
出
没
這
い
上
が
る
。
相
当
な
る
大
耳
ま

で
も
烈
け
た
真
紅
の
大
口
乱
々
と
輝
く
青

白
き
眼
で
威
嚇
今
に
も
小
僧
に
襲
い
掛
か

る
形
相
を
呈
す
と
伝
ふ
。
周
辺
は
薄
暗
き

一
律
の
環
境
に
深
々
と
染
ま
り
し
景
観
の

中
に
元
平
家
落
人
「
板
垣
平
九
郎
」
な
る

人
物
の
墓
標
や
、
千
古
大
樹
が
下
枯
淡
苔

む
す
野
面
石
の
幾
つ
か
の
墓
陸
が
点
在
す

る
も
、
此
の
生
霊
は
若
し
く
は
か
つ
て
の

平
家
落
人
が
未
成
仏
霊
や
も
知
れ
得
ず
と

逸
話
は
巷
間
を
標
い
現
今
に
伝
承
す
。
あ

る
い
は
、
又
、
幕
末
萬
延
元
年
初
夏
の
候

往
時
を
忍
ぶ
に
事
足
り
る
古
き
由
緒
あ
る

古
社
に
て
総
代
世
話
方
衆
が
参
集
其
の
年

の
田
畑
収
穫
物
を
祈
願
な
す
虫
祈
禱
が
滞

り
無
く
挙
行
計
ら
れ
給
ふ
後
、
御
神
酒
に

て
御
酒
分
加
味
御
膳
御
馳
走
が
振
る
ま
わ

る
る
皆
の
衆
神
官
共
々
に
和
気
相
々
と
直

会
を
取
り
掌
る
内
瞬
く
間
に
ぞ
夕
闇
雲
烟

模
糊
化
と
成
す
。
す
る
と
、
突
然
に
突
風

が
奇
し
く
も
吹
き
始
じ
め
天
空
一
円
暗
雲

幾
重
に
棚
引
く
情
状
も
忽
ち
束
の
間
大
嵐

と
相
成
っ
た
。
皆
の
衆
大
い
に
恐
ろ
き
時

の
声
上
げ
る
も
手
早
や
に
帰
省
の
身
支
度

に
取
り
掛
か
る
折
り
し
も
一
人
の
世
話
人

方
曰
く
「
拙
者
随
分
と
隈
無
く
馳
走
と
相

成
っ
た
併
し
な
が
ら
に
御
酒
に
飲
ま
れ
不

徳
と
致
す
処
ゆ
え
よ
っ
て
帰
省
の
儀
は
此

の
社
に
て
暇
仕
る
た
ふ
存
ず
る
」と
云
ふ
。

し
か
し
て
、
皆
の
衆
曰
く
「
そ
れ
は
一
人

身
は
此
の
嵐
の
最
中
極
め
て
危
険
と
存
ず

る
も
そ
れ
に
付
き
此
の
古
社
古
よ
り
何
ん

と
時
の
間
に
間
に
得
体
の
知
り
得
ぬ
何
物

か
が
出
没
の
伝
承
も
多
々
見
聞
す
。
さ
ぁ

共
々
に
帰
の
途
を
…
。
」
と
諭
し
誘
ふ
も

至
っ
て
此
の
世
話
方
強
情
至
極
窮
め
附
き

に
て
一
歩
も
譲
ら
ず
よ
っ
て
皆
の
衆
仕
方

無
く
置
き
去
り
帰
省
、
し
か
し
な
が
ら

此
の
予
感
は
見
事
に
適
中
し
た
。
夜
半
迄

は
何
の
変
哲
無
き
も
、
し
か
し
、
一
人
居

残
り
の
此
の
役
人
に
予
期
せ
ぬ
事
体
が
幾

度
と
無
く
深
夜
生
じ
襲
い
掛
か
る
破
目
も

…
。
都
合
相
成
試
み
る
に
至
れ
り
よ
っ
て
、

下
文
隨
時
掲
載
の
段
時
下
正
に
真
夏
の
候

御
身
御
自
愛
の
程
賀
し
奉
る
次
第
で
あ

る
。

ちょうみんひろば
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ちょうみんひろば
　

《
俳
句
》

喜
寿
の
宴
子
孫
に
囲
ま
れ
夏
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

黄
泉
の
国
い
じ
め
が
あ
る
か
と
心
配
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

ず
わ
い
蟹
カ
ニ
カ
マ
そ
っ
く
り
ホ
テ
ル
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

夕
涼
し
樋
よ
り
落
ち
る
水
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

脅
し
銃
雲
な
き
空
に
ひ
び
き
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

思
い
出
や
あ
の
砂
浜
と
波
の
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　

由
希

撥
持
っ
て
太
鼓
打
つ
夏
母
百
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

雨
恋
し
し
の
字
く
の
字
に
曲
が
る
胡
瓜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

川
岸
に
ゆ
れ
る
も
も
い
ろ
合
歓
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

夕
風
の
立
ち
た
る
茅
の
輪
く
ぐ
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

草
の
道
ね
じ
花
凛
と
香
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

　《
川
柳
》

長
生
き
が
互
い
を
ほ
め
る
老
い
の
脚

                    

岩
上 

武
史

誉
め
ら
れ
て
上
手
に
な
れ
な
い
不
器
用
さ

                    

石
村 

菊
夫

孫
と
孫
逢
う
た
び
い
つ
も
ほ
め
こ
と
ば

                    

安
永 

藤
子

寄
稿
・
文
芸
コ
ー
ナ
ー

　
応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
企
画
課
へ
提
出
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
寄
稿
の
場
合
は
五
〇
〇
字
以
内
と
し
て
く

　

だ
さ
い
。

●
楷
書
で
略
字
を
使
わ
ず
、
漢
字
は
常
用
漢

　

字
を
用
い
て
ふ
り
が
な
を
振
っ
て
く
だ
さ

　

い
。

●
応
募
作
品
は
基
本
的
に
原
文
の
ま
ま
記
載

　

し
ま
す
が
原
文
の
意
味
を
損
な
わ
な
い
範

　

囲
で
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合

　

が
あ
り
ま
す
。

●
原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●
掲
載
希
望
の
コ
ー
ナ
ー
名
を
記
載
く
だ
さ

　

い
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。

※
応
募
さ
れ
た
方
は
右
記
を
了
承
い
た
だ
い

　

た
事
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

吉賀町の人口・世帯数
（令和 6年 7月 31 日現在）

 人　口　5,593 人　(- 3)
 　男　　2,694 人　(+ 1)
 　女　　2,899 人　(- 4)
 世帯数　2,960 世帯(+ 1)
　　　　（　）内は前月との比較

暴
言
に
幾
度
堪
え
き
し
か

　

言
返
す
べ
き
言
葉
を
さ
ぐ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

降
れ
ば
豪
雨
晴
れ
た
ら
猛
暑
今
の
空

　

頑
な
神
よ
次
ど
ち
ら
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

モ
ン
ペ
買
い
麦
わ
ら
帽
子
取
り
出
し
て

　

庭
の
草
引
き
エ
ネ
ル
ギ
ー
湧
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

　《
散
文
詩
》

九
郎
原
春
月

　

春
の
桜
に
た
ず
ね
て
見
た
や

　

こ
こ
が
ば
ぁ
や
の
山
里
か

　

わ
ら
び
取
り
に
よ
も
ぎ
摘
み

　

遊
ん
だ
昔
が
な
つ
か
し
い

　

九
郎
の
原
は
今
夜
又
お
ぼ
ろ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
７
月
届
出
）

　

グ
ェ
ン　

カ
ー
ン
ヴ
ィ　

さ
ん

　

ホ
ア
イ
ラ
ム
・
テ
ィ
ハ
ジ
ャ
ン
さ
ん
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
河
内

　

山
本　

煌
也
（
こ
う
や
）
さ
ん

　
　
　
　

将
志
・
夏
希
さ
ん
の
子　

幸
地

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
７
月
届
出
）

　

小
田　

好
男　

さ
ん　

82
歳　
　

朝
倉

　

野
村　

定
男　

さ
ん　

104
歳　
　

沢
田

　

沖
川　

豊
子　

さ
ん　

88
歳　
　

幸
地

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

誉
め
る
気
も
思
っ
た
だ
け
で
は
伝
わ
ら
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

褒
め
ら
れ
て
荷
物
が
重
い
人
力
車

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

け
な
す
よ
り
誉
め
て
縮
ま
る
人
の
距
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

マ
ラ
ソ
ン
で
頑
張
る
孫
を
誉
め
て
や
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

幸
せ
と
褒
め
ら
れ
日
記
の
筆
進
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

誉
め
育
て
美
味
し
い
野
菜
出
来
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

耐
え
ら
れ
ぬ
暑
さ
異
次
元
鳴
か
ぬ
せ
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

夕
散
歩
蛙
の
合
唱
に
背
を
押
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　《
短
歌
》

桑
の
実
は
母
を
待
つ
味

　

桑
の
葉
は
蚕
食
む
音
遠
き
日
の
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

お
だ
や
か
な
川
の
流
れ
が
日
本
一

　

共
に
喜
ぶ
同
窓
の
友
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村　

恵
己
子

侘
び
ぬ
れ
ば
文
つ
む
日
々
を
怠
り
て

　

つ
も
る
甲
斐
な
き
窓
の
白
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

シ
ル
バ
ー
で
の
初
の
仕
事
は
松
剪
定

　

み
ど
り
摘
む
わ
が
手
元
あ
や
ふ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄
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